
農村工学技術研修の開催 

技術移転部 技術研修室 

先月開催した農村工学専門技術研修（ため池防災・減災技術）に続き、農村工学専門技術研修

（農村防災・減災技術指導者）、（用水計画と河川協議）、（経済効果Ⅰ.理論）を実施しました。ま

た、農村工学基礎技術 A研修を実施しています。 

まず、農村工学専門技術研修（農村防災・減災技術指導者）を 5 月 27 日(月)から 31 日(金)の

１週間開催しました。本研修は、農村防災全般及びため池の防災・減災技術に係る専門的知識の

習得を目的に開催しています。受講生は、県および土地改良事業団体連合会の職員計 15 名です。

研修は、初めの二日間、防災減災に関する講義および部門内の防災に関する施設を見学しました。

三日目から、ため池リスク評価と減災対策の演習を４グループに分かれて行い、最終日に演習の

発表および総括を行いました。 

次に、農村工学専門技術研修（用水計画と河川協議）を 6 月 3 日(月)～14 日(金)の２週間開催

しました。本研修は、河川水等水資源の利活用に係る専門的知識の習得を目的に開催しています。

受講生は、国、県、市、水資源機構および土地改良事業団体連合会の職員計 30 名です。研修講師

は、当部門の研究者の他、農林水産省農村振興局および国土交通省の国の職員、土地改良区役員、

大学教授及びコンサルタントを招き、用水計画と河川協議に関する様々な科目について講義を行

いました。研修後半は班別事例研究として６班に分かれ、事例地区を題材に与えられた課題を解

決するための手続きを整理し、全体発表と意見交換を行いました。 

続いて、農村工学専門技術研修（経済効果Ⅰ.理論）を 6 月 17 日(月)～21 日(金)の１週間開催

しました。本研修は、効果算定・分析・評価に係る専門的知識の習得を目的に開催しています。

受講生は、国、府県および土地改良事業団体連合会の職員計 56 名です。研修講師は、当部門の研

究者の他、農林水産省農村振興局の職員、大学准教授を招き、費用対効果分析、政策評価、効果

計測手法、その他各種経済効果の算定に関する講義を行いました。なお、10 月には経済効果Ⅱ．

実践演習として、費用対効果分析のための各種効果算定の演習を行うこととしています。 

また、農村工学基礎技術 A 研修を６月５日(水)から開始しました。本研修は、農村工学に関す

る基礎学力、基礎技術、基礎知識の習得を目的に開催しています。対象者は、国及び都道府県の

職員で、高卒程度で採用され、入省ないし入庁２～３年目程度の若い職員を対象としています。

研修内容は、水利学、測量、土質力学、構造力学などの講義、演習、実験などの基礎技術の習得で

す。研修期間は８月２日(金)までの２ヶ月間という当部門の中で最も長い研修です。なお、10月

からは大卒程度を対象とした同じく２ヶ月間行う農村工学基礎技術 B 研修を開催します。 
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農村防災・減災技術指導者研修におけるグループ検討        農村防災・減災技術指導者研修での発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

用水計画と河川協議研修における班別検討              用水計画と河川協議研修参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済効果Ⅰ.理論研修における講義                    経済効果Ⅰ.理論研修参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎技術 A 研修の研修状況 
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